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プラズマを用いた原子レベルの高精度の薄膜化技術に

より、材料の低温合成やバルクでは実現できない機能を

示す、ナノ超格子を創製する。強誘電性・超伝導性・非線

形光学特性など、広がりのある応用展開が可能な、ペロ

ブスカイトなどの複合金属酸化物をとりあげる。

薄膜合成には、複雑な組成の化合物でも、高精度で生産

できるスパッタ技術を活用する。スパッタ技術は、無機材

料だけではなく、有機薄膜デバイスの作製にも有効であ

るとともに、環境負荷の小さい薄膜製造プロセスとして

も、注目されており、これからの精密薄膜デバイス生産の

キーテクノロジーでもある。
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ナノ超格子に見られる巨大強誘電性

ナノ超格子の作製に用いるスパッタカソード

Enhanced polarization L＜ 20nm


